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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 116,210 14.9 16,105 △15.8 17,970 △11.4 12,354 △11.3

29年３月期第３四半期 101,110 △9.3 19,133 52.0 20,274 43.3 13,920 34.3
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 16,919百万円( 17.7％) 29年３月期第３四半期 14,381百万円( 468.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 149.31 149.16

29年３月期第３四半期 168.24 168.08
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 316,067 269,067 81.8

29年３月期 306,453 259,223 81.2
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 258,444百万円 29年３月期 248,777百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 25.00 － 59.50 84.50

30年３月期 － 25.00 －

30年３月期(予想) 51.00 76.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 153,400 11.7 19,600 △20.0 21,200 △19.1 14,300 △19.3 172.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 94,000,000株 29年３月期 94,000,000株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 11,253,748株 29年３月期 11,255,822株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 82,744,813株 29年３月期３Ｑ 82,744,564株

　
（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員インセンティ

ブ・プラン「株式給付型ESOP」制度の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託
口）が所有している当社株式を含めており,当四半期連結累計期間において、それぞれ97,200株、49,040株で
あります。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料3ぺージ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)今後の見通し」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、底堅い内外需や雇用環境の改善などを背景に、景気は緩やかな回

復基調が続き、その傾向は強まりました。一方、海外では、米国経済が雇用情勢の安定を受け景気は着実に回復傾向に

あり、中国経済も各種政策効果もあり持ち直しが続き、ASEAN諸国も総じて景気回復基調で推移しています。

鉄鋼業界は、国内需要は自動車・機械生産などの鉄鋼需要産業の関連指標が上昇する中で回復基調にあり、パイプ業

界も数量ベースでは前年を上回る基調となりました。海外の鉄鋼需要も回復基調が継続しております。

このような状況の中、当社のセグメント別の概況は以下のとおりであります。

(日本)

国内事業につきましては、足元で材料コイル調達のタイト感もあり、販売数量よりも販売価格の値上げを優先して取

り組んでおりますが、累計期間では建材を中心に数量は前年同期比増加いたしました。売上高は数量増と単価アップに

より735億8千5百万円（前年同期比12.7％増）と増収になりましたが、販売単価面では前年度末から値上がりが続いてい

る材料コイルの製品販売価格への転嫁が大幅未達の状態にあります。セグメント利益は、これらスプレッドの悪化が拡

大し、数量増に伴うコストダウンや生産効率の向上に努めましたが、134億9千6百万円（前年同期比7.4％減）と減益に

なりました。

(北米)

北米事業につきましては、販売数量は前年同期比ほぼ横這いながら販売単価上昇により、売上高は203億4千5百万円

（前年同期比18.3％増）と増収になりました。一方、セグメント利益は、スプレッドの悪化から15億7千2百万円（前年

同期比25.0％減）と減益になりました。

(アジア)

アジア事業につきましては、販売数量の前年同期比増加と材料高による販売単価上昇により、売上高は222億7千9百万

円（前年同期比19.7％増）と増収になりました。一方、セグメント利益は8億3千8百万円（前年同期比64.4％減）と減益

になりました。これは、インドのマルイチ・クマ・スチール・チューブ・プライベート・リミテッド（KUMA社）では、

インド国内の4輪＆2輪向け販売が好調で増益を確保できたものの、ベトナムのマルイチ・サン・スチール・ジョイン

ト・ストック・カンパニー（SUNSCO社）では、ベトナム国内市場の競争激化と輸出市場の輸入制限措置拡大等からスプ

レッドが悪化し減益となったことによります。

　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高は1,162億1千万円（前年同期比14.9％増）と販売数

量増と単価アップにより増収となりましたが、スプレッドの悪化から、営業利益は161億5百万円（同15.8％減）、経常

利益は179億7千万円（同11.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、123億5千4百万円（同11.3％減）と減益に

なりました。

なお、対米ドル換算レートは1米ドル111円92銭であります。

（２）当四半期の財政状態の概況

総資産は、前年度比96億1千3百万円増加し、3,160億6千7百万円となりました。

流動資産は、7億8千5百万円増加し1,538億7千9百万円となりました。主な増減要因は、譲渡性預金の設定などから有

価証券が257億3千4百万円増加した一方、現金及び預金が347億6千2百万円減少しました。また、売上の増加などから受

取手形及び売掛金が35億5千5百万円、製品が19億9千9百万円、原材料及び貯蔵品が34億3千7百万円増加しました。

固定資産は、88億2千7百万円増加し1,621億8千7百万円となりました。主な増減要因は、不動産売却や減価償却などか

ら有形固定資産が26億5百万円減少し、投資有価証券が追加購入や株価回復などから108億1千6百万円増加したことによ

ります。

負債は、2億2千9百万円減少し469億9千9百万円となりました。主な増減要因は、支払手形及び買掛金が11億1千6百万

円、繰延税金負債が20億7千9百万円増加した一方、未払法人税等が14億7百万円、長期借入金が18億7千8百万円減少した

ことによります。

純資産につきましては、98億4千3百万円増加し2,690億6千7百万円となりました。主な増減要因は、親会社株主に帰属

する四半期純利益123億5千4百万円の確保と、その他有価証券評価差額金が47億8千4百万円増加した一方、配当金の支払

が69億9千4百万円あったことによります。
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（３）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、政府の経済対策の効果などから、企業の収益環境や雇用・所得環境の改善が持続する

ことで、国内景気は引き続き緩やかな回復が強まるものと見込まれます。海外経済も緩やかな回復を維持する見込みで

あるものの、地政学的リスクの高まりや保護主義的な動きによる影響が下押し圧力となる懸念も想定されます。

当社といたしましては、第4次中期経営計画の最終年度として引き続き主要施策の着実な実行を進めてまいります。

セグメント別の今後の見通しについては、以下のとおりです。

(日本)

国内事業につきましては、建材製品を中心に需要の高まりが期待されます。一方、材料値上げの製品販売価格への転

嫁が足元未達の中で、更なる仕入コイルの追加の値上げ圧力が強く、スプレッドの悪化拡大が懸念される一段と厳しい

不透明な状況が見込まれます。引き続き、販売数量よりも原材料コイルの値上げを製品販売価格に転嫁することを最優

先に鋭意取り組んでまいります。

(北米)

北米事業につきましては、鋼材価格が高止まりしている中で、トランプ政権による通商問題（通商拡大法232条）発動

のいかんでは国内鋼材価格の値上がりが懸念される状況ですが、北米拠点の連携強化を図りながら収益の確保に努めて

まいります。中期的な需要拡大に備え、米国マルイチ・アメリカン・コーポレーション（MAC社）での新製品倉庫の建

設、米国マルイチ・オレゴン・スチール・チューブLLC（MOST社）での2インチミル新工場着工を進めております。また、

メキシコのマルイチメックスS.A.de C.V.（Maruichimex社）では自動車向け鋼管販売での切断要望に応えた新工場建設

などの対応をしてまいります。

(アジア)

アジア事業につきましては、ベトナムSUNSCO社では、鋼管の製造体制が整ったこともあり、高品質な製品を供給する

ことで、ベトナム国内及び近隣国への販売体制の強化を図りシェア拡大に取り組んでまいります。また、鋼板・鋼管と

もに販売重視の販売体制を確立しスプレッドの改善に努めてまいりますが、米国の通商拡大法の発動いかんではアジア

地域の鉄鋼マーケットが混乱する懸念が強く、動向を注視しております。インドKUMA社では、4輪＆2輪向け販売が好調

に推移しており、新設した径の大きい4インチの薄肉造管機により、大型車の排ガス規制に対応した排気管の需要拡大へ

の対応に努めてまいります。

この様な見通しのもと、平成30年3月期の連結業績予想につきましては、前回（平成29年11月9日）の公表値を据え置

いております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,498 53,736

受取手形及び売掛金 32,981 36,537

有価証券 5,727 31,462

製品 8,296 10,295

原材料及び貯蔵品 14,434 17,871

その他 3,182 4,009

貸倒引当金 △27 △33

流動資産合計 153,093 153,879

固定資産

有形固定資産

土地 32,522 32,634

その他 50,445 47,727

有形固定資産合計 82,967 80,362

無形固定資産

のれん 751 660

その他 1,152 1,243

無形固定資産合計 1,903 1,903

投資その他の資産

投資有価証券 65,469 76,285

その他 3,018 3,635

投資その他の資産合計 68,487 79,921

固定資産合計 153,359 162,187

資産合計 306,453 316,067
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,975 18,091

短期借入金 6,866 7,287

未払法人税等 3,236 1,829

賞与引当金 930 538

役員賞与引当金 68 47

その他 5,084 4,852

流動負債合計 33,162 32,647

固定負債

長期借入金 5,898 4,019

役員退職慰労引当金 52 60

株式給付引当金 － 74

退職給付に係る負債 3,188 3,180

繰延税金負債 4,703 6,783

その他 224 233

固定負債合計 14,067 14,352

負債合計 47,229 46,999

純資産の部

株主資本

資本金 9,595 9,595

資本剰余金 15,821 15,920

利益剰余金 239,684 245,044

自己株式 △26,965 △27,056

株主資本合計 238,136 243,504

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,739 15,524

為替換算調整勘定 9 △529

退職給付に係る調整累計額 △108 △54

その他の包括利益累計額合計 10,640 14,940

新株予約権 144 166

非支配株主持分 10,301 10,456

純資産合計 259,223 269,067

負債純資産合計 306,453 316,067
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 101,110 116,210

売上原価 72,608 90,330

売上総利益 28,501 25,880

販売費及び一般管理費 9,368 9,774

営業利益 19,133 16,105

営業外収益

受取利息 117 122

受取配当金 630 1,084

持分法による投資利益 570 524

不動産賃貸料 429 464

その他 282 259

営業外収益合計 2,030 2,456

営業外費用

支払利息 188 170

為替差損 392 66

不動産賃貸費用 265 261

その他 43 92

営業外費用合計 889 591

経常利益 20,274 17,970

特別利益

固定資産売却益 126 222

投資有価証券売却益 － 75

受取保険金 194 －

特別利益合計 320 298

特別損失

固定資産除却損 42 16

投資有価証券売却損 － 5

事故被害損失 194 －

その他 20 0

特別損失合計 257 22

税金等調整前四半期純利益 20,337 18,245

法人税等 5,493 5,480

四半期純利益 14,844 12,765

非支配株主に帰属する四半期純利益 923 411

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,920 12,354
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 14,844 12,765

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,074 4,847

為替換算調整勘定 △4,672 △831

退職給付に係る調整額 21 40

持分法適用会社に対する持分相当額 113 97

その他の包括利益合計 △463 4,153

四半期包括利益 14,381 16,919

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,623 16,654

非支配株主に係る四半期包括利益 △242 265
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報）

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益

計算書計上額日本 北米 アジア 計

売上高

　外部顧客への売上高 65,308 17,195 18,606 101,110 － 101,110

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
639 － － 639 △639 －

計 65,947 17,195 18,606 101,750 △639 101,110

セグメント利益 14,572 2,097 2,354 19,024 108 19,133

(注) １．セグメント利益の調整額108百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益

計算書計上額日本 北米 アジア 計

売上高

　外部顧客への売上高 73,585 20,345 22,279 116,210 － 116,210

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
130 － － 130 △130 －

計 73,716 20,345 22,279 116,341 △130 116,210

セグメント利益 13,496 1,572 838 15,906 198 16,105

(注) １．セグメント利益の調整額198百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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